
この本、読んでみませんか？  （図書委員 智仁さんおすすめ） 

『ルイスと不思議の時計』 ジョン・ベレアード：作 三辺律子：訳 

 皆さんは、引っ越した先の家で、壁の中から不思議な時計の音が聞こえたら、どうしますか？ 

 この本の主人公のルイスは、両親を亡くして知り合いのジョナサンおじさんと一緒に大きな家で暮らすことにな

りました。ですが、なぜか壁の中から時計の音が聞こえるのです。そして、それ以外にも一緒に住んでいるジョナ

サンおじさんの正体を知ってしまい、変な車に追いかけられたり・・・。 

今のところ 8巻まで出ています。多古中には 4巻まであるので、続きの本も読んでみてください。 

 

  

 

 

 11 月の旧暦を「霜月」と言いますが、本当に寒くなってきましたね。冬本番を目前にひかえていますが、風

邪を引かないように部屋を温かくして、ゆっくり読書を楽しんでください。 

 

11 月 28 日 太平洋記念日   
１５２０年のこの日、航海者マゼランが大西洋から太平洋に出たことにちなむ記念日です。

その後、好天候と平穏な日が続いたため、平和な海という意味で「太平洋」と名付けました。 

📖 『世界の伝記 暗黒の海にいどむ マゼラン』 ロナルド・ウェルチ：著 斉藤数衛：訳 

 ５隻のぼろ船に２３４名の乗組員を乗せてスペインを出発し、マゼラン海峡の発見や太平洋 

の横断を果たし、フィリピン諸島のマグタン島で戦死するまでの３年間の大航海の記録です。 

📖 『深海底 7500メートルの世界へ』 ぬくみちほ：作 海洋科学技術センター：協力 

 太平洋の底にある深海底は、未だに謎の多い世界です。作者はそれが知りたいと研究者達と共に調査船に

乗り、多くの見たことのない生き物に出会います。そして、深海底を調査する研究者の思いも知ります。 

📖 『ポプラディア情報館 アジア・太平洋戦争』 森武麿：監修  

 この本では「太平洋戦争」と呼ばれている戦争を正しくとらえてもらうために、「アジア・太平洋戦争」

と言い換えています。戦争が起きた理由や日本がアジアの人々にしたこと、戦後の日本への影響などが詳し

く載っています。この本で、正しい歴史の知識を身につけよう。 

 

11月の紹介本は 5類です。  

📖 520 発明発見物語全集 15『建築の発明発見物語』秋岡芳夫：監修 

 原始時代の竪穴式住居から現代の高層ビルまで、時代ごとに人々の生活と 

環境に適した建物が作られてきました。そして宗教や科学の進歩とも大きく 

関わりがあることも、この本を読めばわかります。 

📖 539 『みんなが知りたい放射線の話』 谷川勝至：著 

 福島の原発事故の後に書かれた本です。子ども向けにわかりやすく書かれていますが、放射線の科学的な説明

もきちんとされています。正しい知識を身につけ、自分達の生活の中で有効に活用していこう。 

📖 595 『お化粧のひみつ』 宮原美香：漫画 清水めぐみ：シナリオ 

 お化粧には、おしゃれをする以外にも、お肌や髪の毛の手入れをすることも含まれることを知っていますか？

そして、外見を美しく見せるのはもちろん、心を落ち着かせるという効果もあるそうです。 

 

 

多古中図書館だより 
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